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期トレンドがあるか」ということであった．モデル研

究の立場から，Shukla博士は，人間活動による地表面

被覆の変化の大気に対する影響がこの地域だけに増幅

されるメカニズムがあるのではないかと述べた．一方，

Palmer博士はたとえ地表面被覆の変化がなくても，

海水面温度の長期変動があれば，その影響を増幅する

フィードバックメカニズムがサヘルのような半乾燥地

域にあるのではないかとコメントした．それに関連し

て，私は，インド洋の海水面温度の上昇傾向がサヘル

の降水減少にとって重要であろうと指摘した．

　最後は座長であるHastenrath教授のまとめには

いったが，・サヘルの長期干ばつは，大西洋の海水面温

度が重要で，そこで観察される風の収束帯の南下傾向

によるものと自説を述べた．しかし，サヘルの降水傾

向に対して，どこの海水面温度が重要なのか，また，

海水面温度と地表面被覆の変化のどちらの影響が大き

いか，突っ込んだ議論はされなかった．この問題は，

ここ何10年来，決着をみていないのが現状のようだ．

今後，この分野の研究は，こうした両要因のサヘル干

ばつにおける役割をある程度，定量的に評価していく

段階に入ってゆくものと考えられる．そのためにも，

従来の海水面温度データの解析を精緻化していくとと

もに，近年，蓄積されてきた衛星データを利用して，

広域的地表面被覆の経年変化を解析していかなければ

ならないだろう．同時に，こうした観測事実を基にし

て，現実的な地球表面の境界条件を考慮した数値モデ

ル研究も進めていく必要がある．　　　　（篠田雅人）
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